
 患者を中心とする医療を実現するためには、患者と医療者が対立の関係ではなく協働作業をする
という関係性を構築することが必要となります。本講座では、対話を通しながら、相手の状況を把
握し、相手の立場を考えると同時に、自分の状況も伝え、合意に到達する能力を身につけることを
めざします。参加者は、聴く力を身につけ、その上で対話能力を取得することを目標とします。 

 また、対話を通して、患者の視点での医療の構築について考え、患者やその家族、あるいは市民
にとっても、医療者とのコミュニケーション、医療者との協働関係の構築を考える場となり、   
患者・市民も学べる場となることをめざします。 

 前半は講義形式、後半は前半で提起された問題について、患者や市民、医療者などで４−６人の
グループの中で対話をすることにより、患者中心の医療の実現を参加者全体で考える場とします。 

 市民や患者様・ご家族の方、学生など、どなたでもご参加可能です。 

 日時：平成29年７月２日（日）13:10～16:00 

   講演 13:10～14:10 ／ワークショップ（ワールドカフェ方式）14:30～16:00 

 場所：佐久大学 看護学部 2300講義室 

 参 加 無 料 ／ 先着50名 ＊講演のみ参加も可能  

          会場準備の都合上  事前参加申し込みをお願いします。 

申し込み書    FAXで 下記までお申込みください（先着50名）     

氏名 

TEL メールアドレス 

申し込みＦＡＸ：0267-68-6687 （第11回日本慢性看護学会学術集会事務局） 

お問い合わせ先：第11回日本慢性看護学会学術集会事務局 

〒385-0022 佐久市岩村田2384  

E-mail: mansei11@saku.ac.jp 

講師：加藤眞三 氏 
    慶應義塾大学 看護医療学部  教授／内科医師 
 

座長： 植木博子（ 慈泉会 相澤病院看護部  ／ 慢性疾患看護専門看護師） 

（ 一般  学生 医療職 ） 参加希望 （①講演・ワークショップ ②講演のみ） 


